
資　　料

　（2）合否基準

　合否基準は引き続き現行の合否基準を踏襲する．具

体的には，必修問題に対しては絶対基準，一般問題・

臨床実地問題に対しては各々平均点と標準偏差を用い

る相対基準を用いる．また，禁忌肢を選択した場合は

これまでどおり合否の判断に採用する．

　（3）試験問題の公募，プール制の導入，試験問題

の回収

　公募問題は採点対象として出題することは十分可能

であると評価されることから，試験問題や視覚素材の

公募範囲を臨床研修病院や日本医師会等に適宜拡大す

るとともに，ブラッシュアップ体制を強化・効率化を

行い，当面，約1万題程度（将来的には数万題）の

試験問題を蓄積し，プール制へ移行する．

また，良質な試験問題を繰り返し出題するために引き

続き試験問題の回収を行う．
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　（4）試験の早期化

　臨床研修の必修化を踏まえ，医師国家試験を2月

第3週頃迄に実施し，合格発表を3月中に行う．

　2．改善する方向性が定まった事項

　受験回数の制限は将来的な導入に向けて具体的な方

策を検討する．

　実技試験（OSCE）は卒前教育における普及等を踏

まえて導入する．

　3．関係機関への要請事項

　全国の大学医学部・医科人学に対して，試験問題の

公募への協力を依頼するとともに，臨床実習等の評価

法として実技試験（OSCE）の実施の拡充や臨床実習

前の共用試験の充実を要請する．また，試験の早期化

に対する協力を要請する．
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